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「上水道事業」平成28年度決算「上水道事業」

-上水-事業概況 -上水-

　平成28年度経営成績は、事業収益3,843,134千円、事業費用3,126,864千円と
なり、収支差引の結果、716,270千円の純利益を計上することができました。
　この純利益は、企業債（借金）の返済や今後の更新費用の財源の一部に充当します。

　近年の節水意識の高まり、節水器具の普及などに
より水道料金収入は減少傾向にあります。今後も、経
営の安定に努め、水道水の安全・安心・安定供給を持
続するとともに、お客様に信頼される水道事業を目指
します。

　平成１８年度に比べると約４．４億円
の減少となっております。
　今後も料金収入の減少が予測される
中で、多くの老朽化した水道管や浄水場
施設などを更新する必要があることか
ら、よりいっそう事業の効率化を図って
まいります。

収益的収支 １年間の営業活動による収入と、
それに対応する支出のことです。
　　　　　　　　　　

資本的収支

企業債残高

水道の施設をつくるための費用や
過去に借入れた資金の返済と、
その財源の収支です。

収入

支出

純利益

約３８億４千万円（　　　）

約３1億３千万円（　　　） 約24億８千万円（　　　）

前年度比
1.0％減

前年度比
3.7％減

約７億１千万円（　　　）

39.2億円

36.3億円
34.8億円

前年度比
12.8％増

　収入と支出の差引きによる純利益は、老朽化した施設の更新
や借入金の返済に備えて積み立てました。

・水道管の布設及び布設替え（約15㎞）…10億円　　
・浄水場等の設備の新設・更新 …………1.３億円　　

水道料金　34.7億

人件費
10.1億 企業債利息

2.1億

項　　　目
行政区域内人口
給水人口
年間配水量（a）
年間有収水量（b）
年間有収率（b/a）
給水原価
供給単価
水道管の耐震適合率
水道管の老朽化率
（布設から40年以上経過）
水道管の更新率
鉛管使用戸数

人
人
千㎥
千㎥
％
円/㎥
円/㎥
％

％
戸

162,422
166,304
20,348
18,613
91.5

161.60
186.75
23.3

1.2
9,295

168,004
166,926
20,575
18,690
90.8

167.11
186.48
22.1

0.9
9,936

169,021
167,892
20,711
18,615
89.9

169.08
185.99
21.3

1.1
10,416

事
　
業
　
概
　
況

単位 平成28年度 平成27年度 平成26年度

維持管理経費
8.5 億

減価償却費
10.2 億

そ
の
他
3.7億

収入

支出

約8億円（　　　）前年度比
5.3％増

前年度比
11.1％増

約105億6千万円（　　）前年度比
4.8％減

企業債 6.3 億
収支不足額16.8億
※ 純利益等を積み立てた財源で
　　補てんしました。

そ
の
他

老朽化した施設の更新等の費用
13.2 億

これまでの施設整備等に
係る借入金の返済
11.6 億

主な施設の
更新等の内容

％ 15.4 14.3 13.5

近年の料金収入の推移10年で約4.4億円の減少
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その他
0.4 億

1.7億

（百万円）



0.7億

　企業債とは、施設の整備・改築等を行
う資金を調達するための“借金”です。　
　新たな企業債の発行を抑制するため
に、利益の積立金等を活用しています。
　平成１８年度からの１０年間で、企業
債の残高は約４３億円減少しています。

　　

「下水道事業」平成28年度決算「下水道事業」

-下水-事業概況 -下水-

　平成28年度経営成績は、事業収益5,676,639千円、事業費用5,088,653千円と
なり、収支差引の結果、587,986千円の純利益を計上することができました。
　この純利益は、今後の更新費用の財源の一部に充当します。

　快適な生活環境の保全、公共用水域の水質保全及び雨
水浸水被害の軽減を図るため、施設の維持管理及び計画
的かつ効率的な施設整備などを実施しました。
　今後の事業運営にあたっては、経営の健全化に努めなが
ら、老朽化した施設の改築更新を計画的かつ効率的に推
進します。

　冷え込みが厳しく、外気温が氷点下になると、水道水が凍ってしまい、水道管が破裂する恐れが
あります。急な冷え込みに備えて、事前に水道管の凍結防止対策を行いましょう！

自然に溶けるのを待つか、凍結部分を布などで覆
い、ゆっくりとぬるま湯をかけてください。
この時に、熱湯をかけると、蛇口や水道管が破損
することがありますのでやめましょう。

収益的収支 １年間の営業活動による収入と、
それに対応する支出のことです。
　　　　　　　　　　

資本的収支

企業債残高

下水道の施設をつくるための費用や
過去に借入れた資金の返済と、その
財源の収支です。　　　

収入

支出

純利益

約56億７千万円（　　　）

約50億９千万円（　　　） 約57億６千万円（　　　）

前年度比
0.3％増

前年度比
1.7％減

約５億８千万円（　　　）前年度比
20.9％増

　収入と支出の差引きによる純利益は、老朽化した施設の更新
に備えて積み立てました。

・下水道管、ポンプ場の改築など …………17億円　　
・処理場の設備の改築更新など …………16億円　　

下水道使用料
21.3億

人件費

5.6億 企業債利息
4.3 億

その他

その他 0.3 億一般会計繰入金3.6 億

項　　　目

人口普及率
処理区域面積
年間汚水処理水量（a）
年間有収水量（b）
年間有収率（b/a）
使用料単価
汚水処理原価
老朽管きょ延長
修繕・改良・更新管きょ延長

％
ha
千㎥
千㎥
％
円/㎥
円/㎥
ｋｍ
ｋｍ

80.8
3,037.2
19,811
12,487
63.0

170.63
138.68
40.1
10.8

80.6
3,033.7
18,862
12,524
66.4

170.55
143.24
49.1
5.5
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況

単位 平成28年度 平成27年度

80.3
3,022.3
18,385
12,501
68.0

170.61
142.80
44.7
5.5

平成26年度

維持
管理経費
6億

減価償却費33.5 億

減価償却費
対応収益
17.9億

一般会計繰入金
16.8億

そ
の
他

収入

支出

約35億５千万円（　　　）前年度比
9.9％減

前年度比
13.4％減

約336億6千万円（　　）前年度比
1.8％減

企業債
14.6 億

国庫補助金
17億

収支不足額22.1億
※ 純利益等を積み立てた財源で
　補てんしました。

老朽化した施設の更新等の費用
35.7億

これまでの施設整備等に
係る借入金の返済
21.9 億

主な施設の
更新等の内容

は大丈夫ですか？は大丈夫ですか？は大丈夫ですか？は大丈夫ですか？水道管の冬支度は大丈夫ですか？

●凍結した時の解氷方法 ●水道管が破損したら●凍結した時の解氷方法
水道メーターの手前にある止水栓を閉めて漏水を止めましょう。
次に、宇部管工事協同組合（電話：62-5695）または、指定給水装置工事事業者（上下水道局ホームペー
ジに記載）に修理を依頼してください。水道管の修理や漏水した水量にかかる水道料金などは、お客様の
負担となりますので、適切な管理を心掛けましょう。

●水道管が破損したら

1.5 億

近年の企業債残高の推移
（注）宇部・阿知須公共下水道組合は除いています。380億円

363億円

337億円

10年で約43億円の減少
39,000
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（百万円）


